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ビートトップ　サイレージの水分と良質部率との間には

¢て晩や1％で作手た軒の椚閥があり．水卦と不良都率と

の闇に打什喚環1電で存意を句の削間がある．

水汁とPH価とのl軋では等部．軍部共忙負の相関がある

で：†・・†九も什巧でたい．tた水卦と乳憎・辟酸との間にも

それぞれ幣の嘱l閥が認められたが有意で打なかった．

沃込1Rのサイロ内職匿と良郡との間に虹色．水分と

不良鞘との間にけ正の削順があるがIHIれもイj一意ではない

水分と肇部pH価との間には危険率1篤で有意を正の相

聞があったが．冠部のpH価とのl綿には5零の水準で有

＿吋を嘱目捌けなかった．また水升と乳餞・酪酸との間にも

付語を机l明けなかった．

4．ま　と　め

一般に横部収穫期のシュガービートのトップは高水分

状憩であることから．サイレージ化に当っては水分の調

等が必皆とされるが．この時期の岩手帖佗かける気象条

件け短期予乾には不満当で．多汁をビートトップの水分

の戒少額は噸めて媛鰻に行なわれる．しわし．この予乾

鴫瑠佗よってビートトップの袴餞含篭はかなり減少する

よ　うである．

サイロl勺の崗酵温暖は話込材料が話込前に受けた予乾

処環中の気環考件によって環化し．これが製品割合や品

質に影響を及ぼす梼果となった．す夜わち，こ・のサイロ

内堀瞳に憫係する条件として．当然詰込材料の水分含最

が考えられるが．予乾時の気温・日照時間・降水呈など

もあげなければならをレ、．このサイロ内の温瞳と不良都

電の咽係を見ると．この間に市の有意を榊関があり．隠

匿とpHとの間にも正の有意を和蘭が認められ．その影

輝の大きいことを元している．

ヰた．本試頻では紡績切状態で小型サイロに詰め．し

かも約5カR忙わたって貯徴したが．高水升状憩のもの

が稲■吊博打劣るがカどの発生窄匿が蘇く．腐敗部がゆ

たくやることを知った．このことから．話込に当っては

ビートトップの切取後2日軽暖の晴天日が咤けば．瞬匿

の予乾が瑚待できるので．長明にわたる予乾鴫押の必曹

仕行いといえよう．

ビートトップの篠碑含骨は予乾処理によって減少する

が．これをサイレージ化すれば電化戒少するから．これ

らの租合せ妊ビートトップの剰円上有責秦であるといえ

よう．（■文献省略）

共同酪農における資産評価法と経営分析について

中山誠一郎・神保憲蛙・五十鍋肌1驚

（山形県鳥試）

1．日的と方法

農業にかける資本装備の高変化とともに費本効薮の検

討ということが．これj∵での土地．労働佗関する生産性

の検討と同等に乗せをことである．賓本幼名の検討のた

め把はいろいろを指標が算出されるが．その前提として

棺賓額の確定とその後の質的電化の状態が忙しく把轟さ

れていなければならない．とのことば企葵的性格を徐々

にそなえつつある農業権営体の財務管理上からも青曹事

項である・

農業権習体のもつ噂藷のなかでも構成比奉が高く．生

産過程への関与のしかたが鮮織的な同定環簾を特に開場

托し．ますその賃的賃化を価値づける評価法について検

討した．その後吟味した軽蔑評価の梼巣を括した侍営徴

折を試みたが．ここに報告する例は山形県下の農業経営

仕のなかでは比較的企業的昭博と実質を兼ねそなえてい

る共同酪農についてである．

研究の対象としたA，E二つの共同酪農の椎骨概況仕

訳1表忙示されるが．対比するなかで特徴的なことは．

A共同呵農は新農村建設事業の補助を置けて改立された

いわゆるモデル共同酪農であり．B共同酔幾は関係臓家

の同志的結合で自主的忙設立されたもので規模は小さく

施設設備佗おいでも必轡の最低を充ナものである．

筍1表　共同酪農の繹常概況

A　 L B

創　　　 業 絹 穐 8．1 1 昭 札 5．1 2
関 係 農 家 5 ●
飼 徽 稽 穫 8　∩ 1 5

倦 電 上 葛 4，8 0 l．9　千 円 8．∩ 5 4．8千 円

礫 物 役 僧 8．抒 al ．9 リ　8 8．8
機 械 欝員 8 8　0，4 9　5 5．4
乳　　 牛 8．† 4 7．8 1．8　B p．∩
牧 野 造 成 費 8 8 0．4

出　 曹　 金 臥 8 1 臥 8 1．8 0 m 0
長期 借 入 金 2．8　7　0．7 1．5　洪 5，∩
神　 劫　 令 1．8 n 5．n ∩
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2．共同酪農と資産評価原則

肘司酪鮭け企業的型啓に準えることを指向し．一応そ

の会計方式は企業会計の原則に準じようとしている．従

って項堰評価の方法も税法その他の定めるところに涌合

するよう努めているが．研究のなかで問朗にしたことは

由り・丁にして制境的な　のて摘合させるかということだけ

でロトたくで．あく寸で経常俺の存続発展の立場に立って

どの上うな評価巧手・とるべきかの検討であった．

彗押評価法を比較する浸かで．朗華椎骨俺の財稀管理

と彗営汁折のために托．取得原価主葬をとることが．繹

常の在今羊動てか覆い／f綺発電のR的lてそうと碧められ

たので．J印Ilとしてこの万鶴を採弔した．取得原価主義

の帝大の欠点け．長明にわたる場合に価格水準の実動を

反映したレ、卑であるが．共同酪農の削準はいずれも昭和

：i5～：16軍であるためネ摘合を点け少ない．各賀藷に

つ・1て‾この一E；（別によって評価する均合に残る開慣点を領2

々lてヰとめて入る．希世をことは補助金の拝辟記帳を行

うべ′きかどうか【てついてであるが．行わ覆い考えは神助

令巧付手・l18叉任的万公代団体の私企業に対する資本援助

であるとみるからで．後に叔価惜却智が過小K∵在ること

を解け．酬荷重新資金横立の目的を遷するためにも必せ

モことである．

符t2表　資詫評価上の間観点

西中の

挿 類
意　　 見開　　 閉　　 点

土　　 的
臼） 土地 を出筍 してい る例は少 ない 榛獲鱈竜 として雫

・′21 借入地 に施工 した 土地改 良債 約 年限円に什却 す

る

lfけ初堰 間 0 ） 補助 金の取扱い 正樹記帳 を行 うべ

きでな く資本剰余
金 として取扱 う

動 物

（乳牛 ）

（1 ：制業時 の評価 別　 項

r21 日有守成 餞の確定

■二1・ 耐弔定職 と肝却 法

牧　　 野 （11・ 仲野滝種 鎖 躁延や帝 として 閂
役年限 内に償却ナ

ノb

古．乳牛秤憧上の間蝿

共同酌農のもつ曜藷の奇かで埠能的な意義において主

快である乳牛の評価だついて打．観格の締一計欠き．偲

憮善が大きいために取得原価革秦をとる場合次のことが

閏照であった．

1．即革時忙おける什琶牛の評価

共同酪農の副業に際しては．これ寸で個別化飼育さ

れていた乳牛身現物出賛する例が多いので．この場合の

相互評価の慕準が必智である．県内の共同酪農佗ついて

行われた乗降をみると．次のことが槽溝として考慮され

す．（）内樺稚

237

唯今（6オ），体宥（51■’n　9■．帝錦（厳伊）．軋

骨（45n nnク）・汁聴聞鵬日nケR）．庵牝叱覆

（5　∩電）

2，　自家膏成牛の評価

げパ甘叫価羊弟によれば．自家宵硬牛の評価吋．膏威儀

昭の撃靖から剛帝物を芦引いたもので行われるべ曇であ

ろう；．この確帯う間断を抽合力多い．一帖柚を酪農畔菅

にかける靖は和牛や喫走馬牛辞の辟常と艶をって．牛乳

牛帝の副語物という認識をされているから．西成部門を

分離するほど規模む七重を経世一恵で声レ、と．搾乳部門と

の区別が明瞭でない．

西成儲閂計算の開始け什り象にけじまるわけであるから．

母牛の減価憎み1壕など打すべて牛乳年声僻みなかで負和

される．出年商後の価価を認めるべきかどうかについて

鯵燥省等声物牛藷曹調膏の一部である西成牛の生帝曹調

査の方法では，「自家年帝の麦布けその椎帯時価で評価

する」とされているが．厳密な取得原価圭葬の立■鳩にた

でば訳めるべきでない．しかし肯成部門を杓軋和門から

分けて分権管理■と利益青侍が間鴇にされる観礫の精留徳

化かレ1て打．部門間の取引きとして評価すべきである．こ

の点を先進例厄ついてみるに．小岩井農牧K．K結構鵜飼

成慢法の採用匿より．tた新利根農場は都門収支を明確化

するためすべて時価墓に上る．

第3襲　自家西成の有無と評価法

育　 成 育成 し

L f レ1 てい な

る lへ

共同庵農 ◆ 2

市域 多頭

飼鍾 農家 8 6

山 形

共同酪農

育成費法　 之

時 価法　 1

不　　 明　 l

小 岩井
橿坤育成

費　　 法

新 利 根 時 価法

次に問題になるのはつとめて損失的な管用から牙離し

て資帝化した膏成雪についてみると．偲別胃成管の変異

が大きく．またこれと市場取引価格のかい雛の大きいとと

である．共同酪農あるいは市域の多頭飼養農家の育成智

は．市価の水準を超える場合が多い．一般には育成地帯

の農家との間に．倍々に安定的な更新牛の供給ルートが

つくられつつあり．育成を行わないB共同酪農もその例

である．

払　耐用年数と減価傭如法

税法の定める愕成期間は2年．耐用年数は6年である

が．葵際の明後期間は短かく．積術レベルの高い山形市

域多摩飼養農家に飼養されている乳牛の平均年令息4．

回語合は乱0．県下でも古い酪農地帯である西村Ⅷ耶下

のそれは＆7．1．8である．集中して泌軋青の増大をね

らう共同酪農の乳牛はモ忙閂符期間の堰かいことが懸念

される．

B共同酪集についてみる移動と処分の葵態は鴇4表に

示されるが．定鱒法化上る償却では多くの処朴楕矢が堵
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じている．

第1調　川符靭間と処舟橋益

冊　 数
導 入 処 分 叫　 分 用 役 同 lヶ年当

価 枯 価 格 欄上線 嘲日間 り増価 額

轟 くt 却 し

た もの

曙 ヰ円 千円 十円 千円 千円

▲ g 0 5 1 1 乱† l ●．之 1 5．7

孝 く布卸 し

た もの
l 1 117．l 5 8．8 －5 ●．∩ 1 7．3 8 ？．5

計 又は 平 均 l 巾 1 114鳥 ††．8 一望0．7 l tl．7 1 0．2

柁法は定額法あるいは定率法のいずれかを選ぶ上，忙

しであるが，髪輌を所有する経営俺では定車法を採用す

るのが一眼的である．乳牛の定食と泌乳量並びに収益性

の欄係ィ、らすれば．収専権の低い若今時に定乗法に上っ

て過大か備劫を行うことに矛盾を壕ずる・税法との関連

告別てして．絹常の存織発展を和一秦とする電場からけ

市域多頭飼養農家にみる石当ク1000円と見撲る考え

も壕井高比例法化近いものとして妥当件を認める・先進

経常の例では．新利根農場が偲別計算を行わず・総合計

篭で年ゴIl篤を椚却しているのは，やは少経営安全主葬

の玉均であるとみる．

4．経営分析穂積の算出

前項まで資帝評価の方法を検討してきたが・最後に吟

味された評価法によって確定された騎乗を活して経営分

析のための指標を算出してみる・

兆阿酪農が農羊のをかでは比較的企藁的瑚博と実質を

そをえでいるといっても．他弗華の企業俺と比べては零

細輯榛である．従って経営升析の指標も中′ト企業の製造

等の例を怒考忙し，財務比率並びに資本効率をみる椎下責

本回転垂等を筍出し．年次比較あるいは他との比較を行

ってレヽる．

第 5 表　 絹営 分 析 指 標

流 動比 率 当座比 率 負 債比 率 固 定比 率
固定長期

適 合 率

A 8 4 1 0 1 2　2 1 8　4 l n †

B 2 5　4 1 9　5 ｝l l n　2 l l n

固 定 資 産 自 己 資 本 総 資 本 自 己 野 本 総 資 本

回　 転　 奉 回　 転　 翠 同 転　 奉 利　 裔■　率 利 益 峯

A 0 ．5 4 1．0 0．4 1 － l p．巾 － 8．1

甘 0 ．8　8 1．4 lL T　色 8．† 8．9

財称比率のなかからは闇物性が快く・他人賛太依存瞳

の巧いことがあげられ・回転碑を示す増額からげその絶

対的低さがみられる・これは農準経営俺の一般的特徴

であるとしでも．次の横路分岐点分析による帝乳水準と

採篭点の篭机から・A共同酪農佗ついて技術的レベルア

ップの範囲を超えてtモデル施設の柏琶額が同定輩とし

て負搾忙なっていることが指摘できる・

j ●

ノ∫

／〇

g

雷｛

八 二

l

l

貴職 ■

l
8 ：

I
l

l

l

L

叫

耳薫雷

I

l

l

l

l

l

l

l

l

■ゝ I

l

1 l

4 0　 4 5　 が　 エ； 丘l E ； i ； ■0　 4 5　 即　 ち；

f t

第1国　産乳量と損益分岐点

5．む　ナ　び

企葵的瑚闇と実質をそなえつつある共同酪農の会計方

式を確立する目的を含めて．山形県下の実例について研

究したが．農企業の会計方式については制匿的をものに

適合させる権理実務自怯がまだ確熊としてからすt更に

との範囲をこえで椎骨仕の存続発展の立場から検討され

るべき間癌はやは少今後に壊される．

乳牛の評価に取得原価主義を適用して問題となる点は

将来酪農の仙境間分業の確立と．飼養管理技術のレベル

アップによって解決されなければならなレ、．

経営分析指標の妥当性については多数の例にふれて検

討する必牢がある・


